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Ⅰ 組織及び沿革  
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＜平成２８年度＞ ＜平成３０年度＞

【　】入学定員

【　】入学定員

公立大学法人島根県立大学組織図

島 根 県

（設立団体）

公立大学法人島根県立大学

（本部：浜田）

島根県立大学

学長

（浜田、出雲）

島根県立大学

短期大学部学長

（松江）

島根県立大学

短期大学部

教育研究評議会

島根県立大学

教育研究評議会

経営委員会

理事長 副理事長

監 事

総合文化学科 【140】

保育学科 【50】

総合政策学部（総合政策学科）

【220】

北東アジア地域研究センター

大学院

北東アジア開発研究科【12】

別科 助産学専攻 【18】

浜田キャンパス

松江キャンパス

出雲キャンパス

看護学部 【80】

健康栄養学科 【40】

理 事

理事会

役 員

大学院

看護学研究科 【 5】

島根県立大学

学長

（浜田、出雲、

松江）

島根県立大学

短期大学部学長

（松江）

島根県立大学

短期大学部

教育研究評議会

島根県立大学

教育研究評議会

総合文化学科 【40】

保育学科 【40】

総合政策学部（総合政策学科）

【220】

北東アジア地域研究センター

大学院

北東アジア開発研究科 【12】

別科 助産学専攻 【18】

浜田キャンパス

松江キャンパス

出雲キャンパス

看護学科 【80】

健康栄養学科【40】

大学院

看護学研究科 【 5】

看護

栄養

学部

人間

文化

学部

保育教育学科【40】

地域文化学科【70】

全学運営組織

国際交流センター

保健管理センター

地域連携推進センター

ＦＤセンター

キャリアセンター

アドミッションセンター

メディアセンター



全学運営組織 
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全学組織 主な業務

メディアセンター 図書館運営、情報基盤整備、語学教育支援

アドミッションセンター
入学者選抜の実施、受入れ方針の策定、入学者選抜に関する調査研究、学生募
集・広報活動

キャリアセンター キャリア教育・進路・就職の支援

ＦＤセンター

活力・魅力ある大学作りのための、教員の授業能力向上

地域連携推進センター
大学が地域社会との連携を深め、地域活性化に貢献するために設けられた、地域
と大学をつなぐ総合窓口

保健管理センター 学生の健康管理・健康保持促進

国際交流センター
短期海外研修や留学、海外からの留学生の受入れ、留学生と本学学生との交流な
ど、学生が国際人としての素養を身につけるための取組み

ＦＤ・・・（ファカルティ・ディベロップメント（Faculty Development)）

教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組みの総称



浜田キャンパス 
年 浜田キャンパス 

Ｈ ５ 島根県立国際短期大学開学（～Ｈ１３）（国際文化学科１００名） 

Ｈ１２ 
島根県立大学開学 
（総合政策学部総合政策学科２００名、３年次編入１０名） 

Ｈ１５ 
大学院設置 
（北東アジア研究科博士前期課程６名、後期課程６名、開発研究科修士課程１０名） 

Ｈ１９ 
公立大学法人島根県立大学設立 
入学定員変更 
（総合政策学科２２０名、３年次編入１５名） 

Ｈ２１ 
大学院北東アジア開発研究科設置 
（博士前期課程北東アジア専攻５名、地域開発政策専攻５名、博士後期課程北東アジア超域専攻２名） 

Ｈ２２ 大学院開発研究科廃止 

Ｈ２５ 大学院北東アジア研究科廃止 

Ｈ２７ 
入学定員変更 
（総合政策学科３年次編入１０名程度） 
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出雲キャンパス 
年 出雲キャンパス 

Ｓ２６ 島根県立看護学院設立（２年課程） 

Ｓ２８ 島根県立高等看護学院に昇格（３年課程） 

Ｓ２９ 島根県立保健婦専門学院設立（～Ｓ５９） 

Ｓ３２ 島根県立中央病院附属高等看護学院に改称 

Ｓ４２ 島根県立高等看護学院に改称 

Ｓ４９ 島根県立出雲高等看護学院に改称 

Ｓ５７ 島根県立総合看護学院に改称  助産学科新設 

Ｓ５９ 保健婦専門学院と統合  保健学科、助産学科、看護学科 

Ｈ ７ 島根県立看護短期大学開学 （看護学科８０名） 

Ｈ１０ 専攻科設置（地域看護学専攻３０名・助産学専攻１５名） 

Ｈ１９ 
公立大学法人島根県立大学設立 
島根県立大学短期大学部設立 （看護学科８０名、地域看護学専攻３０名、助産学専攻１５名） 

Ｈ２４ 
島根県立大学看護学部開設 （看護学科８０名、３年次編入６名程度） 
地域看護学専攻を公衆衛生看護学専攻に改称 

Ｈ２７ 別科設置（助産学専攻１８名） 

Ｈ２８ 大学院設置（看護学研究科５名） 

Ｈ３０ 
（予定） 

看護栄養学部の設置 （看護学科８０名、健康栄養学科４０名）（仮称） 
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松江キャンパス 
年 松江キャンパス 

Ｓ２１ 
島根県立松江女子専門学校（～Ｓ２９） 
保健科・被服科 

Ｓ２８ 島根県立保育専門学院（～Ｓ４９） 

島根農科大学女子家政短期大学部開学 
家政科（生活専攻２５名・被服専攻２５名） 

Ｓ３６ 島根女子短期大学に改称 

Ｓ３９ 島根県立島根女子短期大学に改称 

Ｓ４０ 
家政科生活専攻を食物専攻に改称 
定員変更（食物専攻４０名・被服専攻４０名） 

Ｓ４８ 保育科設置（定員５０名） 

Ｓ６０ 被服専攻を生活科学専攻に改組 

Ｓ６３ 文学科設置（国文専攻５０名・英文専攻５０名） 

Ｈ１９ 
公立大学法人島根県立大学設立 
島根県立大学短期大学部設立 
（健康栄養学科４０名、保育学科５０名、総合文化学科１４０名） 

Ｈ３０ 
（予定） 

【四大化】人間文化学部の設置（保育教育学科４０名、地域文化学科７０名）（仮称） 
【短大部】定員変更（保育学科４０名、総合文化学科４０名）、健康栄養学科の廃止 
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Ⅱ 大学を巡る状況の変化 
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1. １８歳人口の急激な減少の中、県内外から優秀な
人材の継続的な確保を可能とする魅力ある大学
づくりが必要 
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2. 地方創生の取組みの中、広い視野を持ちつつ地域社
会に貢献する人材の養成・輩出が求められている 
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○島根県総合戦略

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 単位
Ｈ２６年度
実績

Ｈ２７年度
実績

Ｈ３１年度
目標値

県内高等教育機関卒業生の県内就職率 ％ ３５ ３５ ４５

県内高等教育機関から県内企業へのインターンシップ参加者数 人 ３４３ ４０７ ４７３

○島根総合発展計画

成果参考指標 単位
Ｈ２７年度
実績値

Ｈ２８年度
目標値

Ｈ３１年度
目標値

一般入試の志願倍率の順位（県立大学：浜田・松江） ％以内 ２７．０ １５．０ １５．０

一般入試の志願倍率の順位（県立大学：出雲） ％以内 ９６．０ １０．０ １０．０

一般入試の志願倍率の順位（短期大学部：松江） ％以内 ８０．０ ５０．０ ５０．０

入学者に占める県内出身者比率（県立大学：浜田） ％ ２８．８ ３２．５ ４０．０

入学者に占める県内出身者比率（県立大学：松江） ％ － － ５５．０

入学者に占める県内出身者比率（県立大学：出雲） ％ ６３．８ ６０．０ ６０．０

入学者に占める県内出身者比率（短期大学部：松江） ％ ６９．８ ７０．０ ７０．０

県内高等教育機関卒業生の県内就職率 ％ ３５．０ ３８．２ ４５．１

県内高等教育機関から県内企業へのインターンシップ参加者数 人 ４０７ ３８３ ４７３

県立大学・短期大学部の公開講座年間受講者数 人 ５，４００ ５，７００ ６，０００



3. 高大接続改革・大学教育改革が進む中、大学教
育の質の保証（入試・教育課程・卒業認定を一貫
させ、卒業時に身に付けるべき資質能力の明確化
とその保証）が求められている 
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4. 県・地域から何を求められているかをベースに、
県立大学のミッションを明確化することが必要 
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多くの地方国立大学
は、ミッションを再定義
により「地域のニーズ
に応える人材育成・研
究の推進」を強化する
大学改革に着手 



Ⅲ 県立大学の目標 
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県立大学の目標 

「公立大学法人島根県立大学中期目標（抄）」（第２期 H25～30） 
 
 １．高い知性と人間性を育み、地域に役立つ人材を輩出する大学 
 ２．地域に根ざし、地域に貢献する大学 
 ３．北東アジアをはじめとする国際的な研究教育を推進する大学 
 
「島根県立大学憲章（抄）」 
 
 １．市民的教養を高め、主体的に学び、実践する人材を養成する。 
 ２．現代社会の諸課題に対応した“諸科学の統合”を実践する 
 ３．地域の課題を多角的に研究し、市民や学生の地域活動を積極的に 
   支援して、地域に貢献する。 
 ４．北東アジア地域をはじめとする国際的な研究教育の拠点を構築する 
 ５．自律と協同、透明性が高く機能性に優れた大学運営を行う 
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■島根県立大学第２期中期目標（平成２５年度～平成３０年度）
１．高い知性と豊かな人間性を育み、社会に役立つ人材を輩出する大学

２．地域に根ざし、地域に貢献する大学

３．北東アジアをはじめとする国際的な研究教育を推進する大学

Ⅰ-１目標の期間 Ｈ２５．４．１　～　Ｈ３１．３．３１

Ⅰ-２基本組織 法人は、島根県立大学及び島根県立大学短期大学部を設置

Ⅱ．社会情勢の変化に的確に対応した大学づくり

Ⅲ．大学の教育研究などの質の向上 Ⅳ．自主的、自律的な組織・運営体制の確立

１．教育 １．業務運営の改善及び効率化

（１）人材育成の方向性 （１）運営、組織体制の改善による効率的、合理的な経営

（２）教育内容の充実 （２）人事管理の適正化

ア　入学者の受入れ ２．財務内容の改善による経営基盤の強化

イ　教育課程の充実 （１）自己財源の充実

ウ　成績評価など （２）経費の抑制

（３）教育の質を高めるための取組み （３）監査体制の充実

ア　教育の質及び教育環境の向上 Ⅴ．評価制度の充実及び情報公開の推進

イ　教育実施体制等の整備 １．評価制度の充実

（４）学生支援の充実 （１）組織を対象とした評価制度

２．研究 （２）個人を対象とした評価制度

（１）目指すべき研究及び研究の成果の活用 ２．情報公開の推進

ア　目指す研究 Ⅵ．その他業務運営に関する重要事項

イ　研究成果の評価及び活用 １．広報広聴活動の積極的な展開など

（２）研究実施体制などの整備 ２．施設設備の維持、整備などの適切な実施

（３）研究費の配分及び外部競争的資金の導入 ３．安全管理対策の推進

３．地域貢献、国際交流 ４．危機管理体制の確保

（１）地域貢献の推進 ５．人権の尊重

ア　地域連携に関するコーディネート業務の実施 ６．環境マネジメントシステムの構築・推進

イ　民間団体などや行政との連携

ウ　県内教育研究機関などとの連携

エ　県民への学習機会などの提供

（２）国際交流の推進

ア　海外の大学などとの交流

イ　留学生の派遣と受入れ

ウ　国際交流推進体制の整備

前文　基本的な目標



Ⅳ 県立大学の現状 
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１．教育        
（１）教育内容         ・・・P18 
   （松江Ｃ４年制化           ・・・P22） 
（２）学生確保         ・・・P27 
（３）就職支援         ・・・P32 

２．研究 
（１）外部資金        ・・・P34 
（２）研究組織        ・・・P36 
（３）研究内容        ・・・P37 

５．外部評価 
（１）県評価委員会            ・・・P48 
（２）認証評価機関            ・・・P49 

３．地域貢献 
（１）自治体等連携協定      ・・・P40 
（２）出前・公開講座           ・・・P41 
（３）学生ボランティア数      ・・・P42 
（４）地域貢献のための研究･･･P43 
（５）社会人学び直し          ・・・P44 

４．国際交流 
（１）交流協定校      ・・・P45 
（２）留学生受入      ・・・P46 
（３）留学・海外研修 ・・・P47 



１．教育 （１）教育内容   
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• 県立大学（浜田キャンパス）総合政策学部  
 

［H29.4現在］ 

１ 国際関係 
２ 国際環境政策 
３ 英語力 

１ 北東アジア地域の現状研究 
２ 北東アジア地域の国際関係 
３ 北東アジア言語の習得 

１ 社会経済に関する専門を学ぶ 
２ 経営能力を育成 
３ 情報分析・活用の能力育成 

１ 地域課題の発見と解決能力を養う 
２ 社会を政策・法律の観点で考察 
３ 統計学による分析を養う 

県大データ １０ページより 

国際関係プログラム 北東アジアプログラム 

社会経済プログラム 地域政策プログラム 

総合政策学部 （単位：人）

中国

943 933 10 10

学生数 日本人 留学生数



浜田キャンパス プログラム別履修者の推移 

５年平均（H24～H28） 
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１．教育 （１）教育内容   

入学年度 
プログラム名称 

総計 

国際関係 北東アジア 社会経済 地域政策 

H24入学 48 20.0% 15 6.3% 71 29.6% 106 44.2% 240 

H25入学 45 18.4% 13 5.3% 87 35.5% 100 40.8% 245 

H26入学 64 26.7% 17 7.1% 49 20.4% 110 45.8% 240 

H27入学 48 21.0% 18 7.9% 74 32.3% 89 38.9% 229 

H28入学 33 14.5% 6 2.6% 69 30.4% 119 52.4% 227 

平均 47.6 20.2% 13.8 5.8% 70.0 29.6% 104.8 44.4% 236.2 

国際 

関係, 
20.2% 

北東 

アジア, 
5.8% 

社会 

経済, 
29.6% 

地域 

政策, 
44.4% 
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・県立大学（浜田キャンパス）大学院 北東アジア開発研究科   

 

［H29.4現在］ 

北東アジア地域の社会構造の分
析と課題発見ができる能力を養
い、北東アジア研究のスペシャリス
トを育成 

日本国内における地域社会及び国レ
ベルの開発政策の課題への理解を深
め、地域の社会的課題の発見・解決
策のマネジメント能力を有する人材を
育成 

北東アジア地域に存在する超域的問題（群）を、専門知識と研究の成果を踏
まえ、ダイナミックでグローバルな北東アジア学の創成と、北東アジア地域の
知的拠点形成に貢献しうる新たな人材を育成 

北東アジア専攻 
（博士前期課程） 

地域開発政策専攻 
（博士前期課程） 

北東アジア超域専攻（博士後期課程） 

県大データ １０ページより 

１．教育 （１）教育内容   

大学院 （単位：人）

中国 ロシア

43 8 35 33 2

学生数 日本人 留学生数
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• 県立大学（出雲キャンパス） 

  看護学部         大学院 看護学研究科    

 

  高度な助産実践能力と倫理観 

  を備え地域に貢献できる助産師 

 

修士課程 

（研究領域） 

 ・がん看護学 

 ・精神看護学 

 ・高齢者リハビリテーション看護学 

 ・地域保健学  別科 助産学専攻    

 

育成する人材 

  自ら考え行動できる、視野の 

  広い専門職業人 

 

 

［H29.4現在］ 

県大データ １０ページより 

１．教育 （１）教育内容   

出雲キャンパス（学生数） （単位：人）

看護学部
別科

助産学専攻
大学院 合計

338 18 11 367
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• 県立大学短期大学部（松江キャンパス） 

 健康栄養学科        総合文化学科 

 「健康づくり」を視野に入れた「食」の
専門家、地域に貢献できる実力ある
栄養士の養成 

 

保育に対する高度な専門性と豊か
な人間性を育む 

保育学科 

 

学びの柱としての３つの系 

 ①文化資源学系 

 ②英語文化系 

 ③日本語文化系 

 

［H29.4現在］ 

県大データ １０ページより 

１．教育 （１）教育内容   

松江キャンパス（学生数） （単位：人）

健康栄養学科 保育学科 総合文化学科 合計

66 106 312 484



・全学での特色ある取組み 

24 

○ＣＯＣ事業 地（知）の拠点整備事業 

 ・しまね地域マイスター認定制度（浜田・出雲） 

   ・・・島根地域のあらゆる分野へ精通した学生を大学が認定 

 ・フレッシュマンフィールドセミナー （浜田） 

   ・・・地域調査のなかで課題を発見し、課題解決策を提案 

 

○ＣＯＣ+事業 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業 

 ・県内就職への取組（島根大学・島根県立大学・松江高専） 

   ・・・インターンシップ、企業との交流会の開催 

 

１．教育 （１）教育内容   



（１）教育内容（H30.4 松江キャンパス ４年制化） 

25 

 地域のニーズに応え、学部・学科の改編を実施 

（  ）内数値は１学年の定員数、４年制化後の学部・学科名称は仮称 

• 松江キャンパスの短期大学部３学科全てを４年制化 

• 健康栄養学科を出雲キャンパスに移転 

• 短期大学部は、定員を見直した上で２学科を継続 

１．教育 
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１．教育内容 （２）学生確保 
6,594  

6,517  
6,436  6,448  6,480  

6,210  

6,024  6,025  

5,673  

6,042  
5,918  

5,752  

5,200

5,400

5,600

5,800

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

県内18歳人口（予測） 

33.1% 
34.8% 

35.9% 36.1% 
37.2% 

39.4% 
37.3% 

39.0% 
37.2% 

38.9% 

12.3% 

14.8% 13.9% 
15.1% 

14.0% 14.6% 
16.1% 16.4% 16.6% 15.7% 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

進学者数 専門学校 

進学者数 短大 

進学者数 大学 

進学率 大学 

進学率 短大 

進学率 専門学校 

残留率 大学 

残留率 短大 

県内高校生の進学者数・進学率・残留率推移 

H27.12 リクルート進学総研マーケットリポート 
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第１志願者率 

※推薦入学を含む 

浜田Ｃ入学者 

29 

49% 

70% 

59% 

78% 

68% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

総合政策 看護 健康栄養 保育 総合文化 

浜田Ｃ 出雲Ｃ 松江Ｃ 

第1志願者の割合（推薦含む） 

5 

7 

14 

29 

30 

39 

41 

66 

0 10 20 30 40 50 60 70

自宅から近い 

その他 

就職が良い 

保護者・先生のすすめ 

入試制度 

自分の学力 

学費が安いから 

プログラム・授業 

※浜田Ｃ：最も重視した理由を一つ選択 

・入学者の志願動機（H28.4入学者） 

出典：県立大学新入生アンケート 

１．教育内容 （２）学生確保 



出雲Ｃ入学者 

※出雲Ｃ：最重視３点、2番目重視2点、3番目重視1点で集計 
  （全回答者80名） 

1 

2 

6 

9 

12 

15 

27 

31 

32 

45 

50 

55 

75 

112 

0 20 40 60 80 100 120

就職率がよい 

兄弟・知人が在籍・卒業生 

国家試験合格率が高い 

その他 

通学しやすい 

海外研修が魅力 

学費が安い 

保護者・先生の薦め 

入試科目があっている 

施設・設備が充実 

学力にあっている 

県内就職を考えているため 

学びたい授業、プログラムがある 

公立大学だから 

松江Ｃ入学者 

※松江Ｃ：複数回答を可とする調査。人数を集計。（全回答者220名） 

30 

1 

2 

6 

17 

17 

23 

25 

25 

35 

39 

43 

48 

57 

57 

59 

73 

76 

80 

120 

0 20 40 60 80 100 120 140

無回答 

その他 

メッセージビデオの印象から 

奨学金制度が充実しているから 

施設・設備が充実しているから 

浪人したくない（できない）から 

伝統と信頼があるから 

大学案内冊子の印象から 

編入ができるから 

保護者や先生にすすめられたから 

センター試験の結果から 

就職状況がよいから 

学びたいプログラム・授業がある… 

オープンキャンパスや大学見学、… 

通学しやすいから 

短期大学だから 

資格が取れるから 

島根県内にあるから 

学費が安いから 

出典：県立大学新入生アンケート 

１．教育内容 （２）学生確保 



・志願倍率 

31 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

H25入試 H26入試 H27入試 H28入試 H29入試 

総合政策 

看護 

健康栄養 

保育 

総合文化 

○志願者数・倍率

人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率 人数 倍率

志願者 1,093 1,007 1,231 1,307 1,115
定員 220 220 220 220 220
志願者 345 295 398 164 288
定員 80 80 80 80 80
志願者 100 107 84 80 65
定員 40 40 40 40 40
志願者 172 170 127 166 111
定員 50 50 50 50 50
志願者 304 357 312 334 379
定員 140 140 140 140 140

Ｈ２９

5.07

3.60

1.63

2.22

2.71

キャンパス 学部･学科

健康栄養

保育

総合文化

松江

浜田 総合政策

看護出雲

Ｈ２５

4.97

4.31

2.50

3.44

2.17

Ｈ２８

5.94

2.05

2.00

3.32

2.39

Ｈ２７

5.60

4.98

2.10

2.54

2.23

Ｈ２６

4.58

3.69

2.68

3.40

2.55

県大データ １７ページより 

１．教育内容 （２）学生確保 



• 県内者の入学 

32 0
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県内志願率 

浜田 
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健康栄養 
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総合文化 

0
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H25 H26 H27 H28 H29

% 
県内入学率 

浜田 

出雲 

健康栄養 

保育 

総合文化 

○県内志願者数・割合 ○県内入学者数・割合

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

県内 200 181 169 221 160 県内 85 85 55 67 51
全体 1,093 1,007 1,231 1,307 1,115 全体 237 237 232 233 235
県内 147 133 142 106 116 県内 55 51 50 51 44
全体 345 295 398 164 288 全体 86 83 85 80 86
県内 67 53 49 42 34 県内 25 24 26 25 17
全体 100 107 84 80 65 全体 42 42 42 40 24
県内 107 95 78 102 67 県内 34 30 39 40 35
全体 172 170 127 166 111 全体 56 52 54 54 52
県内 202 244 214 243 259 県内 101 106 101 108 109
全体 304 357 312 334 379 全体 158 153 154 154 157

キャンパス 学部･学科

浜田 総合政策

看護出雲

キャンパス 学部･学科

健康栄養

保育

総合文化

松江

Ｈ２５入試

18.3%

42.6%

67.0%

68.6%

62.2%

66.4%

Ｈ２６入試

18.0%

45.1%

49.5%

55.9%

68.3%

Ｈ２７入試

13.7%

35.7%

58.3%

61.4% 60.4%

68.3%

Ｈ２８入試

16.9%

64.6%

52.5%

61.4%

72.8%

Ｈ２９入試Ｈ２９入試

14.3%

40.3%

52.3%

Ｈ２５入試 Ｈ２６入試 Ｈ２７入試 Ｈ２８入試

28.8% 21.7%

出雲 看護 64.0% 61.4% 58.8% 63.8% 51.2%

浜田 総合政策 35.9% 35.9% 23.7%

松江

健康栄養 59.5% 57.1%

総合文化 63.9% 69.3%

保育 60.7% 57.7% 72.2%

65.6% 70.1% 69.4%

62.5% 70.8%

74.1% 67.3%

61.9%

県大データ １８～２０ページより 
１．教育内容 （２）学生確保 



１．教育内容 （３）就職支援  

33 

○就職者数・率

人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率

決定 209 209 202 215 218 200
希望 224 216 212 225 220 204
決定 66 48 51 - 74 67
希望 66 48 51 - 74 67
決定 37 36 36 27 30 28
希望 38 37 37 29 30 28
決定 49 51 50 54 49 50
希望 49 51 50 54 49 50
決定 103 97 94 105 115 111
希望 113 110 102 108 118 121

○県内就職者数・率

人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率

県内 72 54 56 51 55 45
全体 209 209 202 215 218 200
県内 44 39 36 - 44 32
全体 66 48 51 - 74 67
県内 29 25 27 15 19 20
全体 37 36 36 27 30 28
県内 34 38 39 34 32 38
全体 49 51 50 54 49 50
県内 71 75 69 75 82 75
全体 103 97 94 105 115 111

○県内出身者の県内就職者数・率

人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率 人数 就職率

県内 65 47 51 44 48 43
全体 93 92 94 90 83 74
県内 35 36 33 - 40 31
全体 43 41 40 - 53 43
県内 23 22 21 13 15 19
全体 25 24 22 16 17 21
県内 33 34 38 32 29 36
全体 33 35 38 32 29 36
県内 62 62 61 59 75 66
全体 67 69 65 66 81 78

キャンパス 学部･学科

キャンパス 学部･学科

キャンパス 学部･学科

92.6% 84.6%

88.2% 90.5%

保育 100.0% 97.1% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%松江

健康栄養 92.0% 91.7% 95.5% 81.3%

総合文化 92.5% 89.9% 93.8% 89.4%

出雲 看護 81.4% 87.8% 82.5% 75.5% 72.1%

浜田 総合政策 69.9% 51.1% 54.3% 48.9%

71.3% 67.6%

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

57.8% 58.1%

63.3% 71.4%

保育 69.4% 74.5% 78.0% 63.0% 65.3% 76.0%松江

健康栄養 78.4% 69.4% 75.0% 55.6%

総合文化 68.9% 77.3% 73.4% 71.4%

25.2% 22.5%

出雲 看護 66.7% 81.3% 70.6% 59.5% 47.8%

浜田 総合政策 34.4% 25.8% 27.7% 23.7%

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

Ｈ２８

98.0%

100.0%

100.0%

100.0%

91.7%

Ｈ２７

99.1%

100.0%

100.0%

100.0%

97.5%

Ｈ２６

95.6%

93.1%

100.0%

97.2%

100.0%

88.2%

Ｈ２５

95.3%

100.0%

97.3%

100.0%

92.2%

Ｈ２３ Ｈ２４

96.8%

100.0%

97.3%健康栄養

保育

総合文化

松江

100.0%

97.4%

100.0%

91.2%

93.3%浜田 総合政策

看護出雲

県大データ ２４ページより 
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１．教育内容 （３）就職支援  



（１）外部資金 ２．研究 
科学研究費・文科省補助金獲得実績と運営費交付金規模 

運営費交付金規模…各法人公表の平成27年度財務諸表より作成 
科研費獲得実績…文部科学省公表資料「平成27年度科学研究費助成事業の配分について」より作成 
文部化学省等補助金…各法人の財務諸表より、抽出整理（補助金は複数年にまたがるため、H19以降の法人会計の年平均をとる） 
※島根県立大は短期大学部を含む 

35 

科学研究費・・・国から独立行政法人日本学術振興会を通じて交付される、競争的研究資金 
文科省等補助金・・・文科省等より、教育改革の促進（GP）や地（知）の拠点整備（COC)などのために特別に選定され交付される補助金 

（百万円） （千円） 

11,180  

82,420  

117,000  

29,770  

43,940  
34,412  

16,342  

27,156  

75,996  

62,233  

0

20,000

40,000
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100,000

120,000

140,000
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2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

鳥取環境大 岡山県立大 県立広島大 山口県立大 島根県立大 

運営費交付金 

科学研究費獲得金額 

文部科学省等補助金 

運
営
費
交
付
金
（Ｈ
27
） 

科
学
研
究
費
獲
得
金
額
（Ｈ
27
） 

文
科
省
等
補
助
金
（Ｈ
19- 

Ｈ
27
年
平
均
） 

（単位：千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

浜田 20 21 20 14 12 浜田 36,140 36,100 37,830 29,770 10,790
出雲 6 7 10 12 15 出雲 11,440 5,850 8,060 7,670 14,170
松江 4 1 2 3 4 松江 4,810 1,040 650 3,640 3,120
合計 30 29 32 29 31 合計 52,390 42,990 46,540 41,080 28,080

科研費
（件数）

科研費
（金額）

※延長分を除いている、上記グラフ数値とは一致しない。 



受託研究等の状況（平成27年度） 

※島根県立大は短期大学部を含む 

36 

（千円） 
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受託研究等収益 

受託事業等収益 

・受託研究・・・自治体等から受託を受けた研究 
・受託事業・・・自治体等から受託を受けた、現状分析・調査、人材育成事業など 

平成27年度各大学財務諸表より作成 



• 北東アジア地域研究センター（略称：NEARセンター） 

２．研究 （２）研究組織 

37 

 
【組織】 
 ○研究員 
   教員   １０名（学部と兼務） 
   派遣研究員 １名 
   名誉研究員 １名 
 ○客員研究員 ３１名 
 ○准研究員   ３名（大学院生） 
 

北東アジア地域学術交流財団 
 H11.8 設立（基本財産1億、運用財産5億） 
 H12.4 開学、NEARセンター設置 
 H19.3 財団解散 
 H19.4 法人設立 
 H20.1 法人へ財産承継（3億5千万円） 
 H27.3 残高2億5千万 

・中国・台湾・韓国・北朝鮮・モンゴル・ロシア・日本を含む「北東アジア 
 地域」の学術研究を行う附属研究機関 
・島根県の地理的、歴史的な特色を活かしながら、歴史・文化・政治・国際 
 関係などの人文・社会科学的な研究手法によって、北東アジア地域が抱え 
 る諸問題を多角的に研究。 
・海外の大学を始めとする研究機関や地域とも連携しつつ、幅広くかつ最新 
 の研究活動を行い、北東アジア研究において日本を代表する研究機関。 



１．近年の研究活動
（１）主要学術交流先とのシンポジウム等の実績
【中国】
　□北京大学国際関係学院（2000年協定締結）
　　・「中国式発展の独自性と普遍性－《中国模式》の提起を巡って－」(2014.2浜田)
　　・「大国中国：国家主権と国際社会における責任」(2014.9北京)
　　・「国際秩序をめぐるグローバル・アクター中国の『学習』と『実践』-外交・内政の共振性と歴史の視点から-」(2016.3浜田)
　□復旦大学国際問題研究院(2005年協定締結)
　　・「北東アジア協力の新課題」(2013.7浜田)
　　・「国際学術検討会」(2015.9上海)
　□東北師範大学東亜文明研究中心(2013年協定締結)
　　・「東アジア研究のケースと方法」(2013長春)
　　・「激動する北東アジアの共生を求めて」(2014.11浜田)
【韓国】
　□蔚山大学校(2001年協定締結)
　　・「日韓関係を展望する-北東アジアにおける蔚山と島根の絆」(2014.10浜田)
　□啓明大学校(2011年協定締結)
　　・「日中韓合同国際シンポジウムポスト金融危機における北東アジア地域の発展と協力」(2012.浜田)
【ロシア】
　□海洋国立大学(2010年協定締結)
　　・「北東アジアにおける社会経済的課題の共有化～市民レベルでの協力関係の構築に向かって～」(2011.2浜田)
　□タタールスタン科学アカデミー(2015年協定締結)
　　・「タタール世界と日本-文化・経済・技術の接触と相互関係-」(2015.10松江)

（２）地域社会との連携－市民研究員制度－
　□2006年創設。学外の発想を大学に取り入れ、大学院教育と研究に活かす。
　□2015年度36名の市民研究員が在籍。
　□市民研究員と大学院生及び教員が自発的に研究グループを形成。優れた研究計画を助成。

（３）共同プロジェクト研究（旧NEAR財団助成金）
　□「北東アジアの中間接壌地域に見える北東アジア的超域性の比較研究：延辺朝鮮族自治州と韓国済州島」(2012-井上治研究員、佐藤壮研究員ほか)
　□「「北京コンセンサス」と日中関係の行方-北東アジアにおける国際秩序の変化をめぐって」(2012-江口伸吾研究員、李暁東研究員、佐藤壮研究員ほか)
　□「中国の台頭と北東アジア地域秩序の変動-中国国内統治との共振性に着目して-」(2014-佐藤壮研究員、李暁東研究員、江口伸吾研究員ほか)
　□「近代東アジアにおける社会民主主義の展開」(2014-井上厚史研究員、李暁東研究員ほか)
　□「北東アジア国際関係における"心の問題"」(2015-福原祐二研究員、石田徹研究員、佐藤壮研究員ほか)
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２．研究 （２）研究内容 



（４）科学研究費助成を受けている研究（継続中のもの）
　□(基盤A)井上厚史研究員：「東アジアにおける朝鮮儒教の位相に関する研究」
　□(基盤B)井上治研究員：「17世紀モンゴルの翻訳史書『明鏡』の総合的研究」
　□(基盤B)福原祐二研究員：「領土問題と漁業問題の交錯状況の克服：生活圏としての「領土」を巡る実証的研究」
　□(基盤B)李暁東研究員：「中国格差社会における「つながり」の生成－基層社会の弱者に対する支援を手掛かりに」
　□(基盤C)江口伸吾研究員：「現代中国の大衆路線と政治的・社会的ガバナンス-社会変動期の党の指導をめぐって」
　□(若手B)豊田知世研究員：「都市輸出による温室効果ガス削減効果の定量評価に関する研究」
　□(若手B)石田徹研究員：「前近代日朝関係における「訳官使」の基礎的研究」

（５）出版物
【書籍】
　□飯田泰三、李暁東編『転換期における中国と日本：その苦悩と展望』(国際書院2012年)
　□宇野重昭『北東アジア創成シリーズ第1巻・北東アジア学への道』(国際書院2012年)
　□井上治ほか監訳、石田徹ほか訳『韓国・済州島と遊牧騎馬文化』(明石書店2015年)
　□飯田泰三編『北東アジアの地域交流-』(国際書院2015年)
　□福原裕二『北東アジア創成シリーズ第2巻・北東アジアと朝鮮半島研究』（国際書院2015年）

　　（『北東アジア創成シリーズ』刊行予定）
　　　第3巻　ロシア　林裕明　2016.3
　　　第4巻　モンゴル　井上治　　　　　　　　随時刊行
　　　第5巻　中国Ⅰ　李暁東　　　　　　　　　随時刊行
　　　第6巻　中国Ⅱ　江口伸吾　　　　　　　随時刊行
　　　第7巻　日本　飯田泰三　2018.3
【紀要】
　□『北東アジア研究』（2001年創刊～2015最新第26号）年1回発行
【ニューズレター】
　□『NEARNews』(2000年刊行～2015最新第48号)年2回発行
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２．研究 （２）研究内容 



２．人間文化研究機構(NIHU）共同研究プロジェクト「北東アジア地域研究」
【NIHUサイト：http://www.nihu.jp/sougou/areastudies/index.html】
　□NEARセンターが北東アジア地域研究ネットワークの国内5大研究拠点に指定（その他の研究拠点：国立民族学博物館、北海道大学、東北大学、富山大学）
　□共同研究の中心テーマ　　　　　「北東アジアにおける地域構造の変容：越境から考察する共生への道」
　□本学の担当分野/研究テーマ　「思想・歴史的アイデンティティー」/「近代的空間の形成とその影響」
　□プロジェクト期間　　　　　　　　　2016年－2021年の6年間

３．竹島および歴史認識問題に関する主要研究業績
【論文】
　□福原裕二「北朝鮮の対日外交の特質－「対決的」日本認識の形成とその不変性」、アジア社会文化研究会『アジア社会文化研究』第3号、17-46頁、2002年
　□石田徹「明治初期日朝交渉における書契の問題」『早稻田政治經濟學雑誌』356号、102-118頁、2000年
　□福原裕二「日韓会談文書目録（訳・作成・解説）」、島根県立大学北東アジア地域研究センター『北東アジア研究』第10号、141-154頁、2006年
　□石田徹「明治初期外務省の朝鮮政策と朝鮮観」、『早稻田政治經濟學雑誌』364号、65-82頁、2006年
　□福原裕二「金日成権力の「歴史」構築と対日認識の形成」、『北東アジア研究』第12号、19-43頁、2007年
　□福原裕二「《資料》日韓関係（1952～74年）文書目録－第13次公開分－」、『北東アジア研究』第12号、95-99頁、2007年
　□福原裕二「「竹島」関連言説の検討」、島根県立大学総合政策学会『総合政策論叢』第17号、61-81頁、2009年
　□福原裕二「「竹島」に見る韓国・韓国人イメージ」、『アジア社会文化研究』第10号、72-102頁、2009年
　□井上厚史「近代日本における李退溪研究の系譜学-阿部吉雄・高橋進の学説の研討を中心に-」、『総合政策論叢』第18号、61-83頁、2010年
　□石田徹「対馬藩における帰属意識と日朝関係認識―訥庵・陶山庄右衛門を中心に」、明治学院大学国際学部付属研究所『研究所年報』13号、10-16頁、2010年
　□井上治「北東アジアの白樺樹皮文化―環境・社会・伝統・歴史からの北東アジア学―」、『北東アジア研究』第22号、81-106頁、2012年
　□福原裕二「竹島／独島研究における新視角からみる北東アジアの一断面」、『北東アジア研究』第22号、37-55頁、2012年
　□福原裕二「漁業問題と領土問題の交錯」、『北東アジア研究』第23号、65-77頁、2012年
　□李暁東「立憲の中国的論理とその源泉」政治思想学会『政治思想研究』第13号、214-244頁、2013年
　□福原裕二「植民地朝鮮期の欝陵島日本人社会－欝陵島友会と『欝陵島友会報』を中心として－」『総合政策論叢』第25号、63-79頁、2013年
　□井上厚史「封印された朝鮮儒教」、『現代思想』vol.42/4、114-126頁、青土社、2014年
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【著作】
　□宇野重昭・増田祐司編『北東アジア地域研究序説』国際書院、2000年
　□宇野重昭・増田祐司編『北東アジア世界の形成と展開』日本評論社、2002年
　□宇野重昭編『北東アジアにおける中国と日本』国際書院、2003年
　□島根県立大学西周研究会『西周と日本の近代』ペリカン社、2005年
　□宇野重昭・別枝行夫編『日本・中国からみた朝鮮半島問題』国際書院、2007年
　□宇野重昭・別枝行夫・福原裕二編『日本・中国からみた朝鮮半島問題』国際書院、2007年
　□深町英夫編『中国政治体制100年―何が求められてきたのか』中央大学出版部、2009年
　□上田崇仁・崔錫栄他編『交渉する東アジア』風響社、2010年
　□姫田光義編『北・東北アジア地域交流史』有斐閣、2012年
　□趙景達・原田敬一他編『講座東アジアの知識人』第２巻、有志舎、2013年
　□宇野重昭『北東アジア学への道』国際書院、2012年
　□飯田泰三・李暁東編『転形期における中国と日本』国際書院、2012年
　□福原裕二『たけしまに暮らした日本人たち：欝陵島の近代史』風響社、2013年
　□石田徹『近代移行期の日朝関係―国交刷新をめぐる日朝双方の論理―』溪水社、2013年
　□『北東アジア研究』（別冊第２号）特集「東アジア共同体の可能性」、島根県立大学北東アジア地域研究センター、2013年
　□金日宇・文素然著（井上治・石田徹訳）『韓国・済州島と遊牧騎馬文化』明石書店、2015年
　□福原裕二『北東アジアと朝鮮半島研究』国際書院、2015年
　□飯田泰三編『北東アジアの地域交流』国際書院、2015年
　□『北東アジア研究』27号特集「日朝関係を展望する─北東アジアにおける蔚山と島根の絆─」、島根県立大学北東アジア地域研究センター、2016年3月刊行予定

２．研究 （２）研究内容 



３．地域貢献 

地域別連携先 
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（１）自治体等連携協定 

2016年5月1日現在

年度 連携内容
2007～ 中学校学習支援事業、浜田市との共同研究等
2007～ 特別授業、キャンパス見学、模擬授業
2008～ 連携大学院、共同研究（JST委託事業）
2009～ ＦＤセンター合同研修
2009～ 新型インフルエンザ対策等
2012～ 留学生関連行事等
2013～ まちづくり、国際交流、人材育成等
2013～ 災害ボランティア活動に係る相互連携

県
立
大
学

2014～
2020.12

グローバル人材育成など

2004～ 各種部活、サークルの学園祭相互参加
2007～ ゼミ開放事業
2007～ 各種部活･サークルの学園祭相互参加、ゼミ開放事業

石見銀山テレビ放送株式会社 2009～ 出前講座の番組収録、放送等
今井書店株式会社 2010～ 学生ボランティアマイレージ制度

島根県（病院局） 2011～
看護連携型ユニフィケーション事業（看護の学習会、
患者や家族のケア、看護教育、看護研究に関するこ
と）

隠岐の島町 2015～ 人材育成、共同研究、知識基盤社会の形成など

公益社団法人　島根県看護協会 2015～
県内看護職の人材育成や生涯教育、保健医療や看護教
育に関する施策等

2013～
スーパーサイエンスハイスクール事業、教育について
の情報交換及び交流

2015～ 雇用創出及び若者定住（COC+事業）

法
人

浜田市
松江市
島根県（中山間地域研究センター）
島根大学
出雲市
公益財団法人しまね国際センター
益田市
社会福祉法人島根県社会福祉協議会

区分 自治体・学校
主な連携実績

東京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会

県立江津高等学校

出
雲

松
江

県立松江商業高等学校

島根県、県内高等教育機関

浜
田

県立浜田高等学校

学校法人大多和学園

2006～
あいさつ運動、総合学習協力、資格検定についての相
互交流市立湖南中学校

市立乃木小学校
2007～

読み聞かせの実践、キャンパス見学、特別授業、昔遊
び指導、食育実践指導市立幼保園のぎ

島根県

全域, 7 

松江市, 

7 

浜田市, 

2 

出雲

市, 1 

益田

市, 1 

大田

市, 1 

江津

市, 1 

隠岐の

島町, 1 
県外, 1 

県大データ ６２ページより 



３．地域貢献（２）出前・公開講座 
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出前・公開講座開催数 
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9,000

H23 H24 H25 H26 H27

出前・公開講座受講者数 

松江 

出雲 

浜田 

（人） 

○出前・公開講座開催数 （単位：件）
H23 H24 H25 H26 H27

浜田 27 33 36 32 32
出雲 51 123 41 54 74
松江 76 110 85 93 92
合計 154 266 162 179 198

○出前・公開講座受講者数 （単位：人）
H23 H24 H25 H26 H27

浜田 578 1,049 804 944 1,898
出雲 1,109 1,768 1,456 1,596 2,401
松江 2,332 3,367 2,971 3,746 3,531
合計 4,019 6,184 5,231 6,286 7,830

（件） 

県大データ ５２ページより 



３．地域貢献 （３）学生ボランティア参加者数 
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大学集計数による 
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浜田 出雲 松江 

（単位：人）

H26 H27 H28

浜田 1,584 1,431 1,585

出雲 231 92 196

松江 123 202 197

合計 1,938 1,725 1,978
※のべ数、事務局へ報告があったもののみ計上。
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３．地域貢献 （４）地域貢献のための研究 
（受託研究、共同研究、国補助事業など）【一部再掲】  

県大データ ４１～５１ページより 
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40,000
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金額（千円） 

松江 

出雲 

浜田 

○件数 単位：件

H23 H24 H25 H26 H27 合計

浜田 14 9 13 21 23 101

出雲 8 6 9 12 14 59

松江 4 3 9 16 14 51

合計 26 18 31 49 51 211

○金額 単位：千円

H23 H24 H25 H26 H27 合計

浜田 18,060 6,668 6,807 8,010 10,241 82,485

出雲 15,117 9,105 11,215 9,398 25,653 81,790

松江 2,760 2,085 3,743 5,975 7,378 23,866

合計 35,937 17,858 21,765 23,383 43,272 188,141



３．地域貢献 （５）社会人学び直し 
○社会人入試制度 
 ・・・学生と同様に大学に在籍し、単位を取得する。 
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○科目等履修生 
 ・・・希望する科目を受講し、単位を取得できる。 

○聴講生 
 ・・・希望する科目を受講するが、単位の取得はできない。 

（単位：人）

志願 合格 志願 合格 志願 合格

浜田 0 0 1 0 0 0
出雲 11 5 11 5 9 3
松江 0 0 2 2 2 1
合計 11 5 14 7 11 4

H25 H26 H27

（単位：人）

H25 H26 H27
浜田 0 0 0
出雲 0 1 0
松江 4 0 0
合計 4 1 0

（単位：人）

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
浜田 10 10 7
出雲 0 0 0
松江 0 6 7
合計 10 16 14
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大学公表資料より 



４．国際交流 （交流協定校等） 
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中国 9
アメリカ 6
韓国 5
ロシア 3
モンゴル 1
インド 1
台湾 1

出雲 アメリカ 1
松江 アメリカ 1

28

浜田

合計

中国, 9 

アメリカ, 6 

韓国, 5 

ロシア, 3 

モンゴル, 1 

インド, 1 台湾, 1 

県大データ ６１ページより 

H28.5.1現在 



４．国際交流 （２）留学生受入 
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H24 H25 H26 H27 H28

中国 11 10 9 9 12
台湾 0 0 0 0 2
韓国 1 3 2 4 1

12 13 11 13 15
中国 19 19 28 25 28
韓国 2 2 2 2 2
ロシア 1 1 0 0 1
モンゴル 0 1 1 1 1

22 23 31 28 32
中国 0 0 0 1 1
韓国 1 0 0 0 0
ロシア 0 0 0 1 0
モンゴル 1 0 0 0 0

研究生 2 0 0 2 1
合　　計 36 36 42 43 48

30 29 37 35 41
4 5 4 6 3
1 1 0 1 1
1 1 1 1 1
0 0 0 0 2台湾

各年度5月1日時点の在籍者数（単位：人）

ロシア

モンゴル

総合政策学部(交換留学生含む）

大学院(交換留学生含む）

中国

韓国

国籍

年度
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10
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40

50

60

H24 H25 H26 H27 H28

台湾 

モンゴル 

ロシア 

韓国 

中国 

県大データ １３ページより 



４．国際交流 （３）留学・海外研修 
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H24 H25 H26 H27 H28

外国への留学状況 

アメリカ 

ロシア 

中国 

韓国 

（単位：人）

H24 H25 H26 H27 H28
韓国 2 1 2 3 1
中国 1 0 0 1 2
ロシア 0 0 0 1 0
アメリカ 0 0 6 1 3
合計 3 1 8 6 6

県大データ １３，１５ページより 

H24 H25 H26 H27 H28
韓国 66 46 46 20 38

中国 47 7 21 6 33

ロシア 4 2 6 2 0

アメリカ 80 78 66 47 42

インド 23 15 10 10 12

タイ 0 0 7 7 5

オーストラリア 4 5 0 2 0

その他 0 1 1 1 2

合計 224 154 157 95 132

（単位：のべ人）
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５．外部評価 （１）県評価委員会 
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委員５名（委員長：服部泰直島根大学長）

○中期目標、中期計画等の知事への意見

○各事業年度、中期目標期間終了時の評価

島根県公立大学法人評価委員会

■意見、評価結果・勧告内容を知事

に報告

公立大学法人島根県立大学

■自立性・機動性を発揮した大学運営

■『中期目標』・『中期計画』の達成

島根県

■運営の基本的事項の設定

■交付金、出資・貸付等により法

人の運営を支援

【役割】

○中期計画の認可

○理事長、監事の任命

○違法行為の是正命令

○年度評価結果の議会への報告

議会の議決事項

●定款の策定・変更

●料金の上限の認可

●中期目標の策定・変更

●出資

●運営費交付金の交付

●重要財産の処分等

地方独立行政法人評価委員会の役割



５．外部評価 （２）認証評価機関 

• 全ての大学は、学校教育法により７年に一度、文部
科学大臣が認証した「認証評価機関」である（財）大
学基準協会から、大学・短期大学基準に適合してい
るか認定を受ける必要がある。 

• 同協会より、島根県立大学は平成24年度に、島根
県立大学短期大学部は平成23年度に、大学・短期
大学基準に適合していると認定を受けている。 
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Ⅴ 島根県立大学浜田キャンパス
将来構想検討結果報告書 
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島根県立大学浜田キャンパス 
将来構想検討結果報告書 

１．検討の経緯 

 ・Ｈ２６年８月 

   島根県立大学支援協議会から地域政策 

  学部地域政策学科の増設要望 

 

 ・Ｈ２８年６月 

     支援協議会の要望を契機として、浜田 

  キャンパス将来構想検討委員会におい 

  て、大学の魅力向上策等の検討を行い、 

  その検討結果を学長に答申 

 

  ・Ｈ２９年３月 

        島根県立大学法人改革検討委員会にお 

  いて、上記答申内容等も踏まえながら、「島 

   根県立大学浜田キャンパス将来構想検討 

   結果報告書」を取りまとめ 

２．報告書の概要 

（１）現状と課題の整理 

     ① 学部教育の現状と課題－グローカル人材の育成－ 

         ア 現状 

                文科省補助事業を活用した地域体験型学習、「しまね 

    地域マイスター」認定制度等を実施 

        イ  課題 

               補助事業終了を見据えた体制整備と、より実践的かつ 

    特徴的な地域指向教育 が必要 

      ② 研究活動の現状と課題－北東アジア研究と地域研究－ 

         ア 現状 

                地域研究の推進機関がないため、北東アジア研究と 

    比較し体制・実績で劣る 

         イ 課題 

               地域志向教育に説得力を持たせるため、地域研究の 

    充実強化が不可欠 
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島根県立大学浜田キャンパス 
将来構想検討結果報告書 

（２）将来構想を定める上での検討軸 
     
① 人材の地元定着 
      地域課題の解決能力を有する実践的な人材を 
     県内企業・自治体等へ輩出   
② グローカル人材の育成 
      国際的な視野を持ち地域で活躍できるグローカ 
     ル人材の育成 

③ 差別化 
      競合大学、特に島根大学との差別化 
④ 組織体制の強化 
         地域志向教育や地域研究をサポートする組織 
     体制の整備 
⑤ 見える化 
      教育内容や研究成果が地域で実感を持って認 
      識されるよう積極的な情報発信を展開 
⑥ 持続性 
      １８歳人口の減少等の動向を考慮しながら、中 
      長期的に安定的かつ持続的な大学運営 

 

（３）まとめ 
 
① 安定的かつ持続的な大学運営等の観点から、 
  学部・学科の組織形態、学生定員数は現状を維 
  持する。 
 
②   「地域」と「国際」のそれぞれで、より実践的で特 
    色あるカリキュラムとなるよう改革を行う。 
 
③ 専任スタッフを配置した「しまね地域共創研究 
    センター（仮称）」を整備し、地域志向型教育の充 
    実と地域研究の強化推進を図る。 
 
④ 「地域」と「国際」を教育研究の二本柱とし、国内 
  地域をフィールドとした「しまね地域共創研究セン 
    ター（仮称）」と、北東アジア・国際をフィールドとし 
    た「北東アジア地域研究センター」とが連携して学 
   部教育及び大学院教育を通じたグローカル人材 
  の育成を行う。 
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